
▲３師団長から贈呈された感謝状

　

幾
多
の
困
難
を
乗
り
こ
え
ら

れ
こ
の
度
、
広
報
紙
「
青
野

原
」
１
０
０
号
記
念
紙
記
念
発

行
の
日
を
迎
え
ら
れ
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

私
達
防
衛
協
会
会
員
も
日
常

活
動
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ま

へ
広
報
紙
を
Ｐ
Ｒ
活
動
す
る
こ

と
に
よ
り
防
衛
意
識
の
向
上
に

寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
今
後
益
々
広
報
紙

「
青
野
原
」
を
充
実
さ
れ
駐
屯

地
が
発
展
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

季
節
毎
に
青
野
原
の
香
り
を

載
せ
て
届
く
、
広
報
紙
「
青
野

原
」
が
１
０
０
号
発
刊
の
節
目

を
迎
え
た
こ
と
は
、
Ｏ
Ｂ
と
し

て
大
変
、
慶
ば
し
く
思
う
と
こ

ろ
で
あ
り
、
直
接
編
集
に
携

わ
っ
た
方
々
は
も
と
よ
り
、
駐

屯
地
隊
員
及
び
青
桜
会
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
や
誇
れ
る
伝
統
の
一
つ
と

な
っ
た
本
紙
の
発
展
・
充
実
に

青
桜
会
の
一
員
と
し
て
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
支
援
を
続
け
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

広
報
紙
「
青
野
原
」
は
今
号
（
令
和
２
年
８
月
号
）
を
も
っ
て
発
刊
１
０
０
号
の
節
目

を
迎
え
た
。

　

通
称
〝
青
野
原
新
聞
〞
と
呼
ば
れ
る
本
紙
は
、
駐
屯
地
開
設
１
周
年
を
記
念
し
て
昭
和

52
年
８
月
20
日
に
「
あ
お
の
が
は
ら
」
と
命
名
さ
れ
、
駐
屯
地
隊
員
と
隊
員
家
族
及
び
地

元
住
民
相
互
の
融
和
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
野
市
、
加
西
市
及
び
滝
野

町
防
衛
協
会
協
賛
の
も
と
第
１
号
を
刊
行
し
た
。

　

第
１
号
発
刊
当
時
は
発
行
部
数
１
５
０
０
部
、
年
に
２
回
（
９
月
・
１
月
）
の
発
刊
で

あ
り
、
主
に
記
念
行
事
、
年
頭
の
辞
、
隊
員
の
投
稿
記
事
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
新
聞

編
集
に
あ
た
り
当
時
の
担
当
者
は
「
各
種
行
事
の
写
真
集
め
、
今
ま
で
（
個
人
的
）
に
疎

遠
で
あ
っ
た
図
書
館
へ
足
を
運
び
、
古
い
ア
ル
バ
ム
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
と
な
っ

た
。
」
と
昭
和
53
年
１
月
号
の
〝
編
集
後
記
〞
に
書
き
留
め
て
お
り
、
当
時
の
苦
労
が
記

さ
れ
て
い
る
。
平
成
８
年
１
月
１
日
か
ら
広
報
紙
の
名
称
が
〝
青
野
原
〞
と
な
り
、
平
成

９
年
７
月
１
日
に
は
駐
屯
地
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ
れ
た
青
桜
会
の
発
会
に
よ
り
、
連
合
会
（
現

在
防
衛
協
会
青
野
原
駐
屯
地
連
合
会
）
と
青
桜
会
の
協
賛
で
発
刊
と
な
っ
た
。

　

駐
屯
地
は
７
月
８
日
、
中
部
方
面
総
監　

野
澤 

真 

陸
将
の
視
察
を
受
け
た
。

　

野
澤
総
監
は
、
駐
屯
地
司
令
に
よ
る
状
況
報
告
に
引
き
続
き
隊
内
を
巡
視
、
こ
の
際
、
営
内
居
室
（※

）
に
立
会
し
た

隊
員
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
平
素
の
業
務
内
容
や
出
身
地
な
ど
自
ら
声
を
か
け
て
、
精
力
的
に
部
隊
の
状
況
を
確
認
さ
れ

た
。
駐
屯
地
隊
員
に
対
す
る
訓
示
で
は
「
今
年
は
Ａ
Ｓ
Ｐ
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
来
年
は
ま
た
、
か
つ

て
の
よ
う
に
８
高
群
が
全
国
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
そ
う
な
れ
る
よ
う
に
改
め
て
自
分
は
次
に
何
を
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」
「
方
面
直
轄
部
隊
の
中
で
唯
一
の
戦
闘
部
隊
で
あ
る

第
８
高
射
特
科
群
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
大
き
い
の
で
、
君
た
ち
の
益
々
の
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と
激

励
さ
れ
た
。

　

駐
屯
地
の
視
察
後
は
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
内
廠
舎
地
区
の
整
備
状
況
を
確
認
さ
れ
た
。

※

営
内
居
室…

駐
屯
地
内
で
隊
員
が
生
活
す
る
場
所

青桜会
会長

野 口 英 司

方
面
総
監
初
度
視
察
受
察

青
野
原
新
聞
１
０
０
号
記
念

感
謝
状
贈
呈

　

青
桜
会　

野
口 

英
司 

会
長
は
、

永
年
に
わ
た
り
自
衛
隊
に
対
し
て
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
第
３
師
団
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
駐
屯
地
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
、
駐
屯
地

司
令
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

個
　
人
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長
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ソ
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つ
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令和2年7月21日（火）

　

第
８
高
射
特
科
群
は
、
令
和
２
年
５
月
11

日
か
ら
13
日
ま
で
の
間
、
第
３
３
９
高
射
中

隊
（
中
隊
長　

岡
田
３
佐
）
に
対
し
、
青

野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
第
１
次
野
外
行
動

訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。
ま
た
６
月
８
日
か

ら
10
日
及
び
６
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
、

第
３
４
０
高
射
中
隊
（
中
隊
長　

平
林
３

佐
）
及
び
第
３
３
８
高
射
中
隊
（
中
隊
長　

反
橋
３
佐
）
に
対
し
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
及

び
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、
第
２
次
野
外

行
動
訓
練
検
閲
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　

群
長　

押
川
１
佐
は
検
閲
に
先
立
つ
訓
示

に
お
い
て
「
生
き
残
り
、
任
務
を
完
遂
せ

よ
」
「
各
種
管
理
の
万
全
」
の
２
点
を
要
望

す
る
と
と
も
に
、
「
我
々
は
、
広
範
な
中
部

方
面
隊
で
唯
一
の
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
部
隊
で
あ
り
、

方
面
隊
の
対
空
に
お
け
る
骨
幹
部
隊
で
あ
る
。

よ
っ
て
確
実
に
生
き
残
り
、
〜
中
略
〜 

連

続
・
長
期
に
わ
た
り
、
中
隊
が
健
在
す
る
よ

う
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
せ
。
」
ま
た
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
・
拡
大
や

部
内
外
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
事
故
・
事

案
を
起
こ
す
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
〜
中
略
〜 

必
要
な
処
置
を
徹

底
し
て
、
無
用
な
事
故
・
事
案
を
生
起
さ
せ

な
い
よ
う
肝
に
銘
じ
よ
。
」
と
述
べ
受
閲
す

る
中
隊
の
奮
起
を
促
し
た
。

　

５
月
に
受
閲
し
た
３
３
９
高
中
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
と
し

て
、
陣
内
待
機
場
に
石
鹸
や
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
を
準
備
し
、
簡
易
的
な
手
洗
い
場
を
設

置
し
た
。
ま
た
、
体
温
計
測
を
逐
次
実
施
し
、

人
的
損
耗
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、

い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
中
隊
一
丸

と
な
っ
て
迅
速
・
確
実
に
射
撃
準
備
を
完
了

さ
せ
高
い
戦
闘
力
を
見
せ
つ
け
た
。

　

６
月
に
受
閲
し
た
３
４
０
高
中
及
び
３
３

８
高
中
は
、
昼
間
と
夜
間
の
寒
暖
差
が
20
度

に
迫
る
厳
し
い
状
況
の
中
、
昼
間
の
強
い
日

差
し
と
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
息
苦
し
さ
に
耐

え
、
不
屈
の
精
神
で
任
務
に
邁
進
し
た
。
中

隊
は
、
本
検
閲
終
始
を
通
じ
、
敵
を
意
識
し

た
行
動
に
努
め
、
陣
地
占
領
時
、
隠
蔽
良
好

で
上
空
か
ら
の
敵
の
発
見
防
止
に
着
意
し
た

配
置
を
選
定
し
、
連
続
・
長
期
に
わ
た
り
中

隊
が
健
在
で
き
る
よ
う
、
高
い
意
識
で
戦
い

続
け
た
。

　

各
中
隊
は
、
実
際
の
作
戦
行
動
を
想
定
し

た
厳
し
い
状
況
付
与
に
対
し
て
、
中
隊
長
を

核
心
と
し
、
隊
員
相
互
に
助
け
合
い
、
真
摯

か
つ
ひ
た
む
き
に
任
務
完
遂
に
邁
進
し
た
。

〜
生
き
残
り
、
任
務
を
完
遂
せ
よ
〜

野外行動訓練検閲令和2年度
第1次･2次

検
閲優秀

隊
員
の
紹
介

３
３
９
高
中

３
４
０
高
中

３
３
８
高
中 中隊本部：阿藤1曹中隊本部：阿藤1曹捕捉班：蔵永2曹捕捉班：蔵永2曹

射撃班：鳥越２曹射撃班：鳥越２曹

射撃班：水谷3曹射撃班：水谷3曹

指揮班：南3曹指揮班：南3曹

通信班：松井士長通信班：松井士長

捕捉班：木下3曹捕捉班：木下3曹

射撃班：上田3曹射撃班：上田3曹

中隊本部：松本准尉中隊本部：松本准尉

指揮班：篠原3曹指揮班：篠原3曹

射撃班：宮里3曹射撃班：宮里3曹

捕捉班：比嘉3曹捕捉班：比嘉3曹

射撃班：岩田2曹射撃班：岩田2曹

炊事班：神藤2曹炊事班：神藤2曹

指揮班：草野2曹指揮班：草野2曹

射撃班：小溝2曹射撃班：小溝2曹

通信班：森3曹通信班：森3曹
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第
８
高
射
特
科
群
は
、
７
月
６
日
、
「
令
和
２
年
度
新

隊
員
特
技
課
程
及
び
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
（
後
期
）
開

始
式
」
を
挙
行
し
た
。

　

式
の
中
で
群
長 

押
川
１
佐
は
、
「
特
技
を
自
分
の
も

の
に
せ
よ
」
「
同
期
の
絆
を
深
め
よ
」
と
要
望
す
る
と
と

も
に
、
「
第
８
高
射
特
科
群
と
い
う
同
じ
部
隊
の
一
員
と

し
て
、
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
、
修
学
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
」
と
述
べ
た
。

　

７
月
１
日
付
で

そ
れ
ぞ
れ
の
課
程

教
育
入
隊
を
命
ぜ

ら
れ
た
26
名
の
新

隊
員
は
９
月
19
日

ま
で
の
間
、
高
射

特
科
部
隊
の
発
射

手
又
は
、
通
信
科

部
隊
の
搬
送
通
信

手
と
し
て
必
要
な

基
礎
的
知
識
及
び

技
能
を
学
ぶ
。

　

第
８
高
射
特
科
群
及
び
第
３
０
２
高
射
直
接
支
援
中
隊
は
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
に
係
る
災
害
派
遣
に
従
事
す
る
た
め
、
駐
屯
地
を
出
発
し

た
。

　

災
害
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
隊
員
は
、
速
や
か
に
準
備
を
整
え
、
７
月

７
日
、
３
０
２
高
直
支
中 

中
尾
３
曹
以
下
４
名
が
、
入
浴
支
援
の
た

め
北
熊
本
駐
屯
地
に
向
け
、
翌
８
日
、
８
高
特
群 

反
橋
３
佐
以
下
56

名
が
、
生
活
（
給
水
・
給
食
）
支
援
の
た
め
同
駐
屯
地
へ
向
け
そ
れ
ぞ

れ
出
発
し
た
。

　

第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊
青
野
原
派
遣
隊
は
、
６
月
24

日
、
姫
路
駐
屯
地
に
お
い
て
中
部
方
面
通
信
群
が
実
施
す

る
「
令
和
２
年
度
武
装
走
競
技
会
（
前
期
）
」
に
参
加
し

た
。

　

本
競
技
は
、
通
信
群
隷
下
の
各
中
隊
の
陸
士
隊
員
が
参

加
し
、
武
装
時
の
体
力
及
び
気
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
、
内
容
は
、
い
く
つ
か
の
障
害
が
あ
る

　

第
８
高
射
特
科
群
教
育
隊
は
、
６
月
19
日
、
駐
屯
地
に
て
「
令
和
２
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程
修

了
式
」
を
挙
行
し
た
。

　

修
了
式
を
終
え
た
あ
と
、
あ
る
自
衛
官
候
補
生
（
以
下
自
候
生
）
か
ら
は
「
当
初
、
体
力
面
に
不

安
が
あ
る
た
め
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
た
時
、
ベ
ッ
ド
バ
デ
ィ
（※

）
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
。
休

日
は
家
族
の
励
ま
し
に
よ
り
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
「
普
通
の
社
会
人
だ
っ
た
ら
体
験

で
き
な
い
こ
と
が
で
き
、
団
体
生
活
の
中
で
仲
間
意
識
も
高
ま
っ
た
。
入
隊
し
て
よ
か
っ
た
。
」
な

ど
と
約
３
ヶ
月
の
教
育
を
振
り
返
っ
た
。

　

入
隊
当
初
、
慣
れ
な
い
環
境
に
戸
惑
い
、
不
安
を
感
じ
て
い
た
自
候
生
た
ち
は
、
日
ご
と
に
同
期

と
の
絆
を
深
め
、
基
本
教
練
、
射
撃
、
野
外
行
動
な
ど
の
様
々
な
教
育
課
目
を
修
得
し
、
晴
れ
て
40

名
が
６
月
29
日
付
で
２
等
陸
士
に
任
命
さ
れ
た
。

　

新
隊
員
た
ち
は
７
月
１
日
か
ら
新
た
な
任
地
に
お
い
て
、
約
３
ヶ
月
に
渡
る
各
職
種
部
隊
の
専
門

教
育
に
臨
ん
で
い
る
。

２
㎞
の
距
離
を
走
破
し
、
個
人
毎
の
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
で
あ
り
、

青
野
原
派
遣
隊
か
ら
は
４
名
の
隊
員
が
参
加
し
た
。
初
め
て
参
加
し

た
隊
員
か
ら
は
「
参
加
す
る
に
あ
た
り
半
長
靴
を
履
い
て
練
成
し
た

が
、
ペ
ー
ス
配
分
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。
」
と
話
し
て
い
た
。

　

各
人
は
本
競
技
会
の
課
題
を
克
服
す
べ
く
、
来
年
３
月
に
実
施
予

定
の
後
期
競
技
会
に
向
け
、
練
成
を
始
め

て
い
る
。

自
衛
官
候
補
生
課
程
修
了

　
　
　
　
〜 

旅
立
ち
　
新
任
地
へ 

〜

新
隊
員
後
期
開
始
式

〜 

職
種
別
の
専
門
教
育
始
ま
る 

〜

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
派
遣

　
　
〜 

駐
屯
地
各
部
隊
　
速
や
か
に
出
動 

〜

武
装
走
競
技
会

318
　基
　通
　中

青
野
原
派
遣
隊

自
衛
官
候
補
生
の
教
育
後
の
感
想
は
、
青
野
原
駐
屯
地

Ｈ
Ｐ
の「
入
隊
の
軌
跡
」で
詳
し
く
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※

ベ
ッ
ド
バ
デ
ィ…

２
段
ベ
ッ
ド
上
下
の
２
名

が
組
に
な
り
助
け
合
う
仲
間
の
こ
と

▲射撃 ▲基本教練

▲戦闘訓練 ▲体力検定

▲25km行進訓練 ▲掩体構築

▲群長式辞

▲修了式を終えた自候生

▲出走前の岡田候補生(左)、伊藤士長(右)　

▲雨の中、激走する竹谷1士

▲群長式辞

▲入浴支援出発

▲生活支援出発

令和2年7月21日（火）
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●
３
０
２
高
直
支
中

　

５
月
23
日
入
籍　

　
　

３
曹　

櫛
橋　

健
治

　
　
　
　
　
　
　
　

佳
奈
さ
ん
（
旧
姓
・
黒
木
）

　

６
月
20
日
入
籍

　
　

３
曹　

肱
岡　

辰
樹

　
　
　
　
　
　
　
　

麻
優
さ
ん
（
旧
姓
・
内
田
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
！

●
行
（
二
）
５

　

業　

務　

隊　
　
　
　
　
　
　

杉　

正　

裕　

明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
２
年
４
月
１
日
付

●
３
等
陸
佐
へ

　

302
高
直
支
中　
　
　
　
　
　
　

林　

田　

和　

也

●
１
等
陸
尉
へ

　

本　

管　

中　
　
　
　
　
　
　

横　

山　

智　

行

●
２
等
陸
尉
へ

　

339
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

隆　

敬

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　
　
　

大　

輔

　

340
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

達　

恒　

幸

　

343
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿　

部　
　
　

唯

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

牧　

浩　

明

　

302
高
直
支
中　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

飛　

翔

●
陸
曹
長
へ

　

本　

管　

中　
　
　
　
　
　
　

大　

谷　

芳　

生

　

302
高
直
支
中　
　
　
　
　
　
　

美　

濃　
　
　

明

●
２
等
陸
曹
へ

　

339
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

本　
　
　

章

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

山　

直　

樹

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

勝　

利　

一

　

340
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
口　

将　

太

　

302
高
直
支
中　
　
　
　
　
　
　

加　

藤　

洋　

平

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
２
年
７
月
１
日
付

●
３
等
陸
曹
へ

　

本　

管　

中　
　
　
　
　
　
　

藤　

元　

龍　

生

　

338
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　

瞭　

汰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
２
年
４
月
１
日
付

　

338
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

榮　
　
　

卓　

也

　

339
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

神　

喬　

也

　

343
高
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
川　

大　

和

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸　

本　

惇　

希

　

302
高
直
支
中　
　
　
　
　
　
　

村　

岡　

和　

哉

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　

郷　

敏　

渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
２
年
７
月
１
日
付

●
転
出

松
山
駐
屯
地
業
務
隊
（
松
山
）
へ

　

業
務
隊　
　
　

行（
二
）４　
　

向　

井　

徳　

隆

防
衛
大
学
校
へ

　

業
務
隊　
　
　

行（
一
）２　
　

杉　

山　

慎　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
２
年
４
月
１
日
付

●
転
入

大
津
駐
屯
地
業
務
隊
（
大
津
）
か
ら

　

業
務
隊　
　
　

行（
二
）４　
　

橋　

本　

昌　

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
２
年
４
月
１
日
付

第
４
陸
曹
教
育
隊
（
大
津
）
か
ら

　

８
高
群
付　
　
　

士
長　
　
　

前　

田　

裕　

介

　

302
高
直
支
中　
　

士
長　
　
　

坂　

井　
　
　

智

　
　

〃　
　
　
　
　

士
長　
　
　

塩　

満　

暉　

大

　
　

〃　
　
　
　
　

士
長　
　
　

中　

西　

貴　

久

　
　

〃　
　
　
　
　

士
長　
　
　

的　

場　
　
　

優

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
２
年
６
月
25
日
付

●
新
規
採
用

青
野
原
駐
屯
地
業
務
隊

　
　
　
　
　
　
　

行（
一
）１　
　

荘　

司　

瑞　

樹

　
　
　
　
　
　
　

行（
二
）２　
　

小　

林　

一　

之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
２
年
４
月
１
日
付

お誕生おめでとう
ございます!

●
本
管
中

　
　

３
曹　
　

惣　

万　

大　

地

　

４
月
20
日
生
（
長
男
）
遥　

斗 

く
ん

　
　

３
曹　
　

鈴　

木　

清　

博

　

６
月
８
日
生
（
長
女
）
佑　

梨 

ち
ゃ
ん

●
338
高
中

　
　

２
曹　
　

草　

野　

晃　

浩

　

４
月
11
日
生
（
二
男
）
蓮　

斗 

く
ん

　
　

２
尉　
　

加　

藤　

貴　

弥

　

５
月
21
日
生
（
二
女
）
希　

奈 

ち
ゃ
ん

　
　

３
曹　
　

田
井
中　

大　

地

　

６
月
11
日
生
（
二
男
）
湊　

斗 

く
ん

●
339
高
中

　
　

３
曹　
　

星　

野　

咲
枝
里

　

４
月
24
日
生
（
長
男
）
陽　

基 

く
ん

　
　

２
曹　
　

奥　

野　
　

翔

　

５
月
15
日
生
（
二
男
）
友　

陽 

く
ん

●
302
高
直
支
中

　
　

１
曹　
　

平　

尾　

貴　

之

　

４
月
24
日
生
（
長
男
）
武　

久 

く
ん

昇
　
　
任
　
　
者

転
　
　
出
　
　
入

すくすく
　育って

ね

　

青
桜
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
「
令
和
２
年
度
青
桜
会
総

会
」
を
文
書
配
布
に
よ
っ
て
決
議
し
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

の
承
認
、
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
収

支
予
算
案
の
２
個
議
案
に
つ
い
て
、
過
半
数
以

上
の
賛
同
を
も
っ
て
可
決
し
た
。

　

三
木
市
防
衛
協
会
は
、
６
月
８
日
予
定
し
て

い
た
定
期
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
文
書
配
布
に
よ
っ
て
決
議

し
た
。

　

加
西
市
防
衛
協
会
は
、
６
月
26
日
、
ア
ス

テ
ィ
ア
加
西
に
お
い
て
、
小
野
市
防
衛
協
会
は
、

７
月
25
日
、
小
野
市
う
る
お
い
会
館
エ
ク
ラ
に

お
い
て
、
３
密
対
策
を
処
置
し
た
中
、
定
期
総

会
を
実
施
し
た
。

　

各
総
会
で
は
、
決
算
報
告
、
新
年
度
事
業
、

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の

議
案
も
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
加
西
市
及
び
小
野
市
防
衛
協
会
総
会

終
了
後
に
は
、
駐
屯
地
司
令
に
よ
る
防
衛
講
話

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

■
新
会
長
紹
介

　

そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
で
次
の
方
々
が
新
会
長
と

し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

青
桜
会
総
会

防
衛
協
会

　
　
活
動
状
況

加西市防衛協会
会長

黒 田 秀 一

三木市防衛協会
会長

稲 田 三 郎

退官者の紹介
永年のご勤務お疲れ様でした 春の叙勲受賞者紹介

旭日双光章
櫻井 光男　様
(前青野原駐屯地連合会会長)

端宝双光章
川嶋 昌一　様
(最終部隊･青野原駐屯地業務隊)
令和2年4月30日ご逝去されました。
心よりご冥福をお祈りいたします。

端宝単光章
志方 一也　様
(最終部隊・第8高射特科群)

第
８
高
射
特
科
群

　

２
等
陸
曹

　
　

井　

口　

泰　

成

　
　

令
和
２
年
５
月
15
日
付は

る

と

ゆ

り

れ
ん

と

ま
れ

な

み
な

と

は
る

き

ゆ
う

ひ

た
け

ひ
さ

青 野 原
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